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想磁場発生のための条件を決めた。分析装置建設後はこれらのマグネット群(総数 7 台， 10磁場成分)
の磁場分布を完全自働測定系を製作して測定し，データは百万点にも及んでいる。磁場分布の理論(設
計)値と実測値の聞に一部，偏差が認められたが藤原君はその説明にも成功し，分析装置全系の性能
を保証する対策をたてるための重要な寄与をし，事実設計通りの性能が得られている。
以上のように藤原君はスペクトログラフ「雷電」の設計，製作，作動試験と一貫して重要な役割を
演じ，素粒子，原子核を通じて現在国際的に最高の実動性能と云われる分析装置を実現した。又これ
によって，原子核の深部から中性子を抜き取って生ずる空孔アナログ状態と呼ばれる高励起状態が微
細構造を持っているのを発見する成果に導いた。よって理学博士の学位論文として十分価値あるもの
と認められる。
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